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研究成果の概要（和文）：本邦における術前心エコー検査の実態に関する研究は、2019年5月の日本麻酔科学会
第66回学術大会で「本邦における術前検査の疫学調査:レセプトデータベースを用いた大規模観察研究」として
研究成果の一部を発表した。 関連する研究として、麻酔方法を正確に分類する手法を開発するために、帝王切
開手術をうけた集団を対象としたサブコホートを作成して研究を推進した。2022 年6月に日本麻酔科学会総会に
て研究成果を発表し、最優秀演題賞を受賞した。研究成果の一部は、英文学術誌に採択され公表した(J Clin 
Med. 2022;11:4808) 。

研究成果の概要（英文）：The study on the actual status of preoperative echocardiography in Japan was
 presented in May 2019 at the 66th Annual Meeting of the Japanese Society of Anesthesiology as "
Epidemiological Study of Preoperative Examination in Japan: A Nation-wide Observational Study Using 
Claim Database" with some of the study results. In June 2022, we presented our research results at 
the Annual Meeting of the Japanese Society of Anesthesiologists, and received the Best Presentation 
Award. Some of the research results were accepted and published in a peer-reviewed journal (J Clin 
Med. 2022;11:4808).

研究分野： 周術期医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
術前検査として、適応がないにもかかわらず心エコー検査が過剰に実施されている現状にある。過剰な検査は、
日常診療を逼迫する可能性がある。しかしこの問題に対して、過剰な術前検査がどの程度実施されているかは未
だ明らかではなかった。我々の研究の成果により、非心臓手術の術前心エコー検査は過剰に実施されており、適
正利用に関して再検討が必要である。また、術前検査の施行因子として麻酔方法が大きく影響しているため、診
療報酬請求データ（レセプトデータ）を用いて麻酔方法を正しく分類する手法の妥当性検証が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

術前検査として、適応がないにもかかわらず心エコー検査が過剰に実施されている現状にある。

過剰な検査は、日常診療を逼迫する可能性がある。しかしこの問題に対して、過剰な術前検査が

どの程度実施されているかは未だ明らかでない。本提案では、「術前心エコー検査の適正利用に

関する戦略的研究の推進」という学術的な目的に対し、段階的に研究を推進し、本邦における術

前心エコー検査の実態を把握する。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、「術前心エコー検査は適切に使用されているか？」という学術的な問いにたい

して、2 つの大規模レセプトデータベースの活用およびコホートを作成することで多角的な側面

から段階的に研究を推進していくことである 

 

３．研究の方法 

・研究 A：全国 530 万人規模の健康保険組合の診療報酬請求（レセプト）データベースを用い

て術前心エコー検査の頻度および施行因子の探索を行う。 

・研究 B：全国民 95％をカバーするナショナルデータベースである「レセプト情報・特定健診

等情報データベース（NDB）」を用いて、ガイドラインが術前心エコー検査の使用に及ぼす効果

の推移を、新しい研究手法である分割時系列分析法（Interrupted time series analysis）を用い



て検討する。 

・研究 C：多施設で 7 日間の point prevalence 研究を実施することで、不適切な心エコー検査

の実態を把握する 

 

４．研究成果 

術前検査として、適応がないにもかかわらず心エコー検査が過剰に実施されている現状にある。

過剰な検査は、日常診療を逼迫する可能性がある。しかしこの問題に対して、過剰な術前検査が

どの程度実施されているかは未だ明らかではない。本研究では、「術前心エコー検査の適正利用

に関する戦略的研究の推進」という学術的な目的に対し、段階的に研究を推進し、健康保険組合

のレセプトデータベースを用いて術前心エコー検査の頻度および施行因子の探索を行った。本

邦における術前心エコー検査の実態に関する研究は、2019 年 5 月の日本麻酔科学会第 66 回学

術大会で「本邦における術前検査の疫学調査:レセプトデータベー スを用いた大規模観察研究」

として研究成果の一部を発表した。関連する研究として、麻酔方法を正確に分類する手法を開発

するために、帝王切開手術をうけた集団を対象としたサブコホートを作成して研究を推進した。

2022 年 6 月に日本麻酔科学会総会にて「診療報酬請求データを用いた帝王切開術における麻酔

管理方法の分析:後向き観察研究」として研究成果を発表し、最優秀演題賞を受賞した。現在は

研究成果の論文化を進めている。一部は、"Current Epidemiology of the General Anesthesia 

Practice for Cesarean Delivery Using a Nationwide Claims Database in Japan: A Descriptive 

Study"として英文学術誌に採択され公表した(J Clin Med. 2022;11:4808)。 
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